第４回 田原本町基本構想審議会 議事要旨
１．日　時　　令和8年7月17日（金） 午前10時00分～午前11時00分

２．場　所　　田原本町役場3階　301・302会議室

３．出席者（敬称略）
＜審議会委員：出席15名＞
· 上村 敏之（関西学院大学経済学部教授） ※会長
· 清水 裕子（畿央大学健康科学部准教授） ※職務代理者
· 植田 昌孝（田原本町議会議長）
· 持田 尚顕（田原本町議会総務文教委員会委員長）
· 村上 清司（田原本町議会厚生建設委員会委員長）
· 眞田 和則（田原本町教育委員会教育長職務代理者）
· 松村 宙亨（田原本町人権教育推進協議会会長）
· 小林 祥孝（田原本町自治連合会会長）
· 酒井 茂広（田原本町農家代表者会会長）
· 中川 真治（株式会社南都銀行田原本支店支店長）
· 山田 章生（奈良中央信用金庫理事）
· 鍬田 芳嗣（社会福祉法人田原本町社会福祉協議会会長）
· 松原 香奈子（無作為抽出型公募委員）
· 川崎 聖子（無作為抽出型公募委員）
· 鈴木 酉治（無作為抽出型公募委員）
＜審議会委員：欠席6名＞
· 村田 稔治（田原本町民生児童委員協議会会長）
· 𠮷川 眞司（田原本町商工会会長）
· 服部 誠（一般社団法人田原本まちづくり観光振興機構理事）
· 小嶌 秀之（田原本町医師会会長）
· 山岡 佐規子（田原本町地域婦人団体連絡協議会会長）
· 森田 麻美（田原本町PTA連合会会長）
＜町側・事務局等：15名＞
· 工藤（副町長 / 総合計画策定委員会委員長）
· 大村（教育長 / 総合計画策定委員会副委員長）
· 中辻（町長公室長）
· 森惠（総務部長）
· 吉田（住民福祉部長）
· 田邉（産業建設部長）
· 森（教育部長）
· 寺井（町長公室・産業建設部・教育委員会事務局参事）
· 合田（町長公室参事）
· 扇谷（教育委員会事務局次長）
· 藤本（企画財政課長）
· 三上（企画財政課課長補佐）
· 岡田（企画財政課政策企画係主事）
· 脇山（企画財政課政策企画係主事）
· 小瀬村（一般社団法人構想日本）※ウェブ参加
· [bookmark: _Hlk235191628]秋元（一般社団法人構想日本）※ウェブ参加

４．議　題
（１）議案第１号：パブリックコメント実施結果について
（２）議案第２号：田原本町第５次総合計画基本構想（案）について
（３）議案第３号：田原本町第５次総合計画基本構想（案）の答申書（案）について
（４）答申書の手交

[bookmark: _Hlk235193384]５．議事内容
【開会・資料確認・会長挨拶】
· [bookmark: _Hlk235191818]事務局（藤本課長）： 定足数に達しており審議会が成立していることを報告。資料1～6および、手交式で受け取った「田原本町住民協議会提案書」等の参考資料について確認を行った。
· [bookmark: _Hlk235191836]上村会長： 本日は基本構想案と答申書案の最終確認を行う重要な場であり、引き続き「ワンチーム」として田原本の未来を共に創り上げる視点での審議を要請した。

[bookmark: _Hlk235191879][bookmark: _Hlk235191912]【議題1・2】議案第1号・第2号について
■ 事務局からの説明
· [bookmark: _Hlk235191956]パブリックコメント結果： Webフォームの不具合により募集期間を7月3日まで延長し、計11件の意見を受理。公式Instagram等での周知が有効であったため今後も積極活用する方針。将来像への共感や個別事業への要望は、今後の基本計画等の参考とする。
· 基本構想（案）の修正方針： パブリックコメントや庁内協議を踏まえ、方針転換ではなく町民への「読みやすさ」向上と方針の明確化を目的としたブラッシュアップを実施。
· 視認性の向上とキーワード調整： 「3つの柱」の一文を区切り、「5つの基本目標」に箇条書きを活用。基本目標1は支援対象を「高齢者や障がい者」から「一人ひとり」へ広げ、基本目標5は「共創自治」の言葉へ置き換えた。
· 政策名称の整理と表現の統一： 「創業支援」を「商工業の活性化」へ、「農業支援」を「持続可能な農業の推進」へ変更。地域の豊かさ創出の意図を込めて「かせぐ」という言葉を使用し、基本目標3では人口減少下の「縮充」の姿勢を示すためあえて「充実」ではなく「維持」とした。
· デザインと構成の変更： 「町長のご挨拶」を基本構想章の前へ移動。基本目標の番号表記の統一や、全体のデザインバランスを考慮した微調整を実施したことを報告。
■ 各委員からの意見・質疑
· 松村委員： 基本目標4の農業政策の記述において、「これら」という指示代名詞が指すものが不明確であると指摘。
· 事務局・上村会長： 意図を明確にするため、「持続可能な経営を支援し、地域の各産業が一体となった」へ修正することで合意。また、「共育」のフォントの不統一についても通常字体へ修正することを確認。
· 酒井委員： 前回の案にあった「農地の保全」という文言が消えている点について確認。
· 事務局： 基本構想全体の表現の粒度を合わせたためであり、具体的な保全策は下層の「基本計画」に確実に盛り込む方針であることを説明。（了承）
· 上村会長： 概ね基本構想の方向性で委員の賛同を得たことを確認。

【議題3】議案第3号：答申書（案）について
■ 事務局からの説明
· 前文の追記と修正： 昭和31年の1町4村合併から70周年を迎える歴史的背景や、将来像『わたしが関わり、みんなで育む「ちょうどいい幸福田園都市・田原本」』を明記。また、「事務局案を追認する場ではなく」という表現を削除。
· 当事者意識とメッセージの調整： 「当事者意識」の主体が、住民だけでなく企業や行政も等しく協働する関係であることを明確化。住民へのメッセージを「要望する立場から一歩踏み出し」という前向きな表現へ調整した旨を報告。
■ 各委員からの意見・質疑
· 鈴木委員： 当事者意識に関する表現について、「We（私たち）」を主語とするなら「私たちは」とした方が良いのではないかと提案。
· 上村会長： 趣旨は十分に伝わっており、印刷等の事務的手続きを考慮して原案のままとすることを確認。（了承）その後、全会一致で答申書として承認・決定された。

【議事終了・会長挨拶】
· 上村会長： 本審議会における予定していたすべての議事の終了を宣言。全4回にわたる委員の熱心で建設的な議論と協力に対し、深い感謝の意を述べた。
· 事務局（藤本課長）： スムーズな議事進行への謝辞を述べ、答申書手交式の準備および町長入場の待機のため、一時休憩とすることを案内した。

６．答申書の手交
· 答申書の手交： 休憩を挟んで再開後、高江町長が入場。上村会長より高江町長へ、第5次基本構想に関する答申書が正式に手交された。
· 高江町長挨拶： 委員一人ひとりが「We（私たち）」を主語にワンチームとして議論を展開いただいたことに深く感謝を表明。従来の「バラマキ」や「行政のみで完結する仕組み」からの脱却を訴え、人口減少や財政課題を見据えた「共創自治」と「縮充」を意識した社会を目指す重要性を強調。まちづくりの革新は「人」であり、地域を自分ごととして捉える当事者が多い地域こそが持続可能になると確信していると述べ、行政として答申を重く受け止め、今後のまちづくりへ責任を持って繋いでいく決意を語った。

７．閉 会
· 事務局（藤本課長）： 全4回にわたる審議会での委員各位の熱心な議論に対する感謝を改めて述べ、終了を宣言。最後に記念撮影を行い、閉会した。

